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12月に健康診断がありました。６月

の頃から体重が減り、喜ぶ仲間もいれ

ば、体重が増えている仲間もいました。

コロナ渦の最中でなかなか外に出て身

体を動かす機会が減ってきているのか

なと感じます。えーる油山では密にな

らないように少人数での外出活動を行

い、適度に仲間も職員も運動していき

たいと思います♪

多機能型障がい福祉サービス事業所 えーる油山
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令和３年が始まりました

多機能型障がい福祉サービス事業所 えーる油山 管理者 佐々木篤

（支援員 竹下）

明けましておめでとうございます。昨年からコ
ロナウイルスの影響のため、例年とは違う年末年
始となりましたがいかがでしたか？私たちの生活
やえーる油山での活動も変わってきましたが、み
んなが安心して過ごせる新しい形をかんがえてい
きたいと思います。今年は丑年、みんなが
「もー」っと明るく、ギュウッと(GOOD)な一年
になりますように！

新年明けましておめでとうございます。本年もよろしくお願いしま

す。さて今年の4月に障がい福祉サービスの報酬改定が予定されていて、

現在、厚生労働省内に報酬改定検討チームが置かれ準備を進めています。

先月、最大の関心事であった食事提供加算が継続する運びとなりました。

食事提供加算については、現在1食300円が行政から補助されており、

これが今年度末で廃止となれば20日間で6000円の新たな利用者負担

金が必要となるところでした。今後もこれまでと同様の負担額にて利用

していただけることになり、胸をなでおろしている次第です。

今年、えーる油山は開所6年目を迎えます。時の経過とともに色々な

ところで建物の老朽化が顕著になってきました。事業所として、今後の

あり方を模索する時期にきているなと考えています。職員については、

福祉専門職である国家試験を取得すべく努力する姿があります。福祉専

門職には独自の倫理綱領がもうけられており、専門職として固くそれを

守っていかなければならない立場にあります。倫理綱領には、支援の高

い質を担保するための自己研鑽のみならず、仲間をありのままに受容し、

共感のもと支援を展開していくことが定められています。えーる油山は

今年も基本に忠実に「支援の質」というものにこだわり続けたいと考え

ています。

新しい年が更に良い年になるよう祈念いたしまして、私の新年の挨拶

とさせていただきます。 ※ハローデイ・ボンラパス各店舗でのバザーは、新
型コロナウイルス感染拡大防止のため、実施を見合
わせることとなりました。次回の実施については、
決まり次第お知らせしたいと思います。

☆Merry Christmas☆

今回は全員で行わず、4グルー
プに分かれてクリスマス会を開催
しました。ボッチャという障がい
者レクリエーションを仲間同士で
行い、その後ケーキやジュースを
飲んで楽しみました。仲間の○さ
んも「ケーキ美味し～！」と言っ
て笑顔満点でした(*^_^*)今年は仲
間全員で行えれば良いなと願うば
かりです。

～冬の健康診断～

(サービス管理責任者 中司隼人）

（支援員 辻）

施設長トーク 新年の挨拶

２月の予定

えーる油山で送迎員として約５年間お勤めされてき
た青木正近さんが、１２月末を持ちまして退職されま
した。いつも安全運転で仲間を気持ちよく送り出して
いただきありがとうございました♪

～おしらせ～


